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キャンドル作り/さくらんぼ狩り/留萌の美味しい海鮮も…

日帰り視察研修旅行を開催
7/13

ＪＡフレミズ

素材を活かしたイタリア料理と劇団四季を堪能…

日帰り視察研修旅行を開催
6/28

ＪＡ女性部上川支部

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
日

帰
り
視
察
研
修
旅
行
を
部
員
５
名

と
子
供
５
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
秩
父
別
へ
向
か
う
車
中

で
雨
が
降
り
始
め
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
部
員
と
子
供
達
の
日
頃

の
お
こ
な
い
か
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

を
散
策
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

秩
父
別
町
「
め
ぇ
ー
め
ぇ
ー
ラ
ン

ド
」
で
は
ロ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
成

の
体
験
も
行
い
、
ロ
ウ
が
固
ま
る
の

が
翌
日
と
の
事
で
、
完
成
品
は
見
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
テ
キ
な
キ
ャ
ン
ド
ル
も
思

い
出
の
品
と
な
り
ま
し
た

　

増
毛
町
の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」

で
は
、
日
が
差
す
ほ
ど
の
天
候
と
な

り
、
さ
く
ら
ん
ぼ
を
沢
山
収
穫
、
お

腹
い
っ
ぱ
い
に
さ
く
ら
ん
ぼ
を
頬
張

り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
上
川
支
部
（
辰
巳
明

美
部
長
）
の
日
帰
り
視
察
研
修
旅
行

を
部
員
14
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
る

中
で
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
札

幌
で
の
ラ
ン
チ
は
素
材
を
活
か
し
た

イ
タ
リ
ア
料
理
（
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
・

ピ
ッ
チ
ェ
リ
ア･

テ
ル
ツ
ィ
ー
ナ
）

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

観
賞
し
た
劇
団
四
季
の
「
リ
ト
ル

マ
ー
メ
イ
ド
」
で
は
、
役
者
さ
ん
の

海
の
中
を
感
じ
さ
せ
る｢
ゆ
ら
ぎ｣

の
動
き
に
感
動
し
た
り
、
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
に
も
ほ
っ
こ
り
。
ス
テ
キ

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

地元の施設に花々を定植、地域に憩いを…

フラワーハーモニー事業
6/25

ＪＡ女性部上川支部

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
上
川
支
部
が
毎
年
行

な
っ
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー

事
業
（
花
植
え
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
部
員
13
名
の
参
加
を
頂
き
行

な
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
持

ち
寄
っ
た
苗
の
彩
（
い
ろ
ど
り
）
を

考
え
な
が
ら
花
壇
へ
定
植
。
各
施
設

の
職
員
の
方
々
の
お
手
伝
い
も
頂

き
、
予
定
し
て
い
た
時
間
よ
り
も
早

く
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
、
花
植
え
し
た
上
川
医
療
セ

ン
タ
ー
・
特
養
老
人
ホ
ー
ム 

大
雪

荘
・
セ
ン
タ
ー
薬
局
上
川
店
の
花
壇

や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
々
が
、
元
気
に

咲
い
て
見
頃
を
向
か
え
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い

ね
！
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愛別きのこの里パークゴルフ場で笑顔と白熱プレー…

第38回パークゴルフ愛別大会を開催
6/28

年金友の会

　

年
金
友
の
会
が
主
催
す
る
第
38
回
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
愛
別
大
会
を
39
名
（
愛
別
29

名
・
上
川
10
名
）
の
参
加
に
よ
り
愛
別
き

の
こ
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
白
熱
し
た

プ
レ
ー
を
展
開
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

健
康
的
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

次
回
の
活
動
は
、
9
月
に
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
上
川
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
聞

折
込
に
て
参
加
募
集
致
し
ま
す
の
で
、
会

員
皆
様
の
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

美味しい食事と観光巡り、体を癒やす温泉も…

日帰り温泉旅行を開催
7/22

年金友の会

　

｢

年
金
友
の
会｣

の
日
帰
り
温
泉

旅
行
を
参
加
者
57
名
（
愛
別
49
名
・

上
川
8
名
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
美
瑛
町
の
『
美
瑛
選
果
』、

『
四
季
彩
の
丘
』
を
見
学
、
会
食
と

温
泉
を
楽
し
ん
だ
『
白
金
パ
ー
ク
ヒ

ル
ズ
』
で
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
親
睦

も
深
め
、
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
の
ん

び
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
『
青
い
池
』、『
道
の

駅
丘
の
く
ら
』
に
も
立
ち
寄
り
、
お

土
産
を
両
手
い
っ
ぱ
い
に
帰
り
ま
し

た
。

　

次
回
の
行
事
は
、
9
月
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
上
川
大
会
、
11
月
下
旬
の
3

泊
4
日
層
雲
峡
温
泉
湯
治
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

温泉で疲れを癒やし、楽しいひと時…

親睦旅行を開催（１泊２日）
6/24

年金友の会上川支部

　

年
金
友
の
会
（
上
川
地
区　

長
江　

洋
会
長
）
の
1
泊
2
日

親
睦
旅
行
を｢

ほ
ろ
し
ん
温
泉

｣

ほ
た
る
館
で
会
員
19
名
の
参

加
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

温
泉
で
疲
れ
を
癒
や
し
、
夜

の
宴
会
で
は
、
お
い
し
い
お
酒

と
食
事
で
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
食
後
に
は
カ
ラ
オ
ケ
と

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
会

員
の
方
も
、
次
回
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

男性の部
優　勝 尾崎　文雄（愛別）
準優勝 井渕　昭雄（愛別）
三　位 佐藤　光孝（上川）
四　位 鈴木　義一（愛別）
五　位 西山　雅庸（上川）

女性の部
優　勝 伊藤　貞子（上川）
準優勝 舟橋　定子（愛別）
三　位 若松アサ子（上川）
四　位 佐橋　和子（愛別）
五　位 草野　咲子（上川）
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仲間と共に英気を養う研修…

町外視察研修を開催
7/16～7/17
ＪＡ青年部

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
佐
藤
直
哉
部
長
）

の
町
外
視
察
研
修
を
開
催
、
部
員
11

名
が
2
日
間
の
日
程
で
4
ヶ
所
を
視

察
研
修
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
（
江
別

市
）
と
㈲
大
塚
フ
ァ
ー
ム
（
新
篠
津

村
）、
2
日
目
は
㈲
池
田
牧
場
（
北

広
島
市
）
と
ホ
ク
レ
ン
肥
料
空
知
工

場
（
三
笠
市
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

視
察
先
で
は
部
員
の
皆
さ
ん
が
熱
心

に
質
問
さ
れ
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
後
の
懇
親
で
も
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
農
繁

期
に
仲
間
と
共
に
英
気
も
養
う
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

7/22
上川地区

7/22
上川地区

水稲青空教室
　

東
雲
地
区
の
㈱
大
雪
フ
ァ
ー
ム
の
圃
場
で

水
稲
青
空
教
室
を
28
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

開
催
し
ま
し
た
。

　

上
川
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
桂
川
専
門
主

任
を
講
師
に
招
き
、
今
後
の
病
害
虫
の
発
生

予
察
を
励
行
し
適
期
防
除
に
努
め
る
よ
う
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
冷
害
危
険
期

～
出
穂
期
を
迎
え
る
今
後
の
水
管
理
に
つ
い

て
指
導
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
生
産
者
の

方
々
は
日
頃
の
見
歩
き
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
空
教
室
終
了
後
に
は
、
も
ち
米

生
産
団
地
組
合
の
懇
親
会
を
開
催
し
、
懇
親

を
深
め
楽
し
い
夜
長
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

菊
水
地
区
の
北
原
守
さ
ん
の
圃
場
で
そ
ば

青
空
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

圃
場
の｢

そ
ば｣

は
プ
ラ
ン
タ
ー
播
種
に

よ
り
栽
培
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
上
川
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
桑
原
専
門
普
及
指

導
員
よ
り
、
近
年
発
生
傾
向
が
続
い
て
い
る

｢

キ
カ
ラ
シ｣

の
抑
制
に
効
果
が
期
待
さ
れ

る
取
り
組
み
で
あ
る
事
や
今
年
の
生
育
状
況

等
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
豆
青
空
教
室
で
は
菊
水
地
区

の
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
の
大
豆
の
生
育
状

況
や
近
年
発
生
傾
向
が
続
い
て
い
る
マ
メ
シ

ン
ク
イ
ガ
の
防
除
方
法
、
追
肥
の
目
安
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
試
験

品
種
の
生
育
状
況
も
見
学
し
ま
し
た
。

そば・大豆青空教室
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普及センターを講師に適期防除などを確認…

青空教室を開催
水稲・大豆

そば・ミニトマト

　

厚
生
地
区
の
水
谷
雅
仁
さ
ん
圃

場
で
、
水
稲
青
空
教
室
を
17
名
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
開
催
し

ま
し
た
。

　

上
川
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
桂

川
専
門
主
任
を
講
師
に
招
き
、
幼

穂
形
成
期
の
確
認
や
、
病
害
虫
の

発
生
予
察
を
励
行
し
適
期
防
除
に

努
め
る
よ
う
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
な
か
で
も
冷
害
危
険
期
～
出

穂
期
を
迎
え
る
今
後
の
水
管
理
に

つ
い
て
指
導
が
あ
り
、
参
加
さ
れ

た
生
産
者
の
方
々
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

菊
水
地
区
の
㈱
大
雪
フ
ァ
ー
ム
の
圃

場
で
生
産
者
及
び
関
係
者
28
名
の
参
加

を
頂
き
ミ
ニ
ト
マ
ト
青
空
教
室
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

旭
川
・
札
幌
市
場
担
当
者
か
ら
は
今

年
の
販
売
動
向
に
つ
い
て
お
話
し
を
頂

き
、
生
産
管
理
に
つ
い
て
は
上
川
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
樋
口
専
門
普
及

指
導
員
よ
り
、
土
耕
栽
培
の
他
に
Ｊ
Ａ

が
推
進
技
術
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

｢

う
ぃ
ず
Ｏ
Ｎ
Ｅ
（
養
液
栽
培
）｣

の
管

理
に
つ
い
て
も
注
意
点
や
病
害
虫
な
ど

説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

ミニトマト青空教室7/16
地区合同

　

愛
別
地
区
の
増
田
貢
さ
ん
の
圃
場
で

大
豆
青
空
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
桑

原
専
門
普
及
指
導
員
よ
り
、
生
育
状
況

や
近
年
発
生
傾
向
が
続
い
て
い
る
マ
メ

シ
ン
ク
イ
ガ
の
防
除
方
法
、
追
肥
の
目

安
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
生
産
者
の
方
々
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大豆青空教室 7/11
愛別地区

6/21
愛別地区

水稲青空教室
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Ｊ
Ａ
図
書
コ
ー
ナ
ー

ご注文は
地域振興係
ー本 所ー
℡ 6-5315
ー支 所ー
℡ 2-1113
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小城会計事務所
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すろーライフ 2章

　世界中から大絶賛！観客賞総ナメの感動作、「家へ帰ろう」を見た。
しかし残念なことに旭川市に根付いた映画愛好者の会「旭川映画村ファ
イナル」と銘打たれた上映会であった。
　平成２年に結成された会による映画上映の本数は１１０本を超え、今
回も 2・3 仲通りのカンダシアターがその上映館だった。市民には国劇
の名で親しまれた劇場である。この会場に辿り着くまで「旭川映画村」
の拠点は動いた。映画を愛する多くの地域の人々の善意や好意が長い会
運営の時間を支えた。その映画愛好会最後の上映作品が「家へ帰ろう」
だった。原題の THE　LAST　SUIT が本編の主題を語っていた。会場
内は立錐の余地もない状態になっていた。名画を求める眼と活動最後の
市民団体への惜別の想いが入混じった場内だった。
　アルゼンチンに住む８８歳の洋服仕立て人アブラハムは、施設に入れようとしている家族から逃れ、
ポーランドへ向かう為の旅に出る。
　導入部分ではアコーデオンやバイオリンの演奏の中で民族衣装を着飾った人々の舞踏会シーンが印象
に残った。だがこのシーンがアブラハムの故郷での日常だったことが映画の進行から伝わって来る。飛
行機でマドリードに飛び、それからは陸路を列車で乗り継ぎポーランドを目指したのである。目的は
７０年前の命の恩人に、最後に自分が仕立てた「スーツ」を渡すことだった。飛行機で隣り合わせた青
年・マドリードのホテルの女主人。パリからドイツを通らずポーランドへ列車で訪れることが出来ない
か、と四苦八苦するアブラハムを助けるドイツ人の人類学者など。
　旅の途中を多くの人が救ってくれた。ポーランドへと続く列車の中ではドイツ人将校達の悪霊が幻想
となってアブラハムを苦しめた。
　アブラハムの故郷ポーランドはナチによるホロコスト（ユダヤ人大量殺戮）の歴史そのものの街だっ
た。その街で７０年前の青年期、アブラハムを瀕死の状態から救い守り通した恩人を尋ねる旅だった。
彼は親と向かい合ってまでアブラハムを救った。劇中ではアブラハムの親族の連行理由も語られた。ア
コーデオンを演奏したから、バイオリンを奏でたから、物語の語り部として利発過ぎたから。ヨーロッ
パの歴史の軸が狂った結果、想像することすら困難な悲劇（殺戮）が展開された。
　現地まで案内する考古学者の彼女には何度も問い掛けた。恩人の彼は元気だろうか、死んでいないか、
問い掛けては自分の気持ちを落着かせていた。長い旅で辿り着いたアブラハムの記憶の居住地は“”あっ
た。視線の向こうには７０年後の老人となった恩人その人だった。それもアブラハムと同業の仕立て職
人として。ふたりは抱擁しアブラハムが彼に渡したかったスーツを間に「家に帰ろう」の言葉を掛け合っ
て恩人の住宅へと静かに消えて行った。６０代のミゲル・アヘラ・ソラというアルゼンチン俳優が８８
歳の色気も漂う老人役をメイクも手伝って見事に演じ切っている。日本の夏も７4 年前は大戦の終局だっ
た。時間の経過の中で忘れ去られるかも知れない悲惨な過去の事実、歴史を語り継ぐ人々も歳を重ねる。
映画館で耐えていた涙が溢れ出した。過ちのない時代を８月に祈る。

「70年前の命の恩人に…家へ帰ろう」

　タテのカギ↓
　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
ブ ル ー ベ リ ー

先月号の
答え
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第
５
回
定
例
理
事
会

第
６
回
定
例
理
事
会

（令和元年 7月19日現在）

総組合員数 2,358 名

　正組合員数 534 名

　　うち団体数 35 団体

　准組合員数 1,824 名

　　うち団体数 62 団体

2
日　

辞
令
交
付

　
　
　

愛
別
地
区
防
除
員
会
議

 

Ｊ
Ａ
女
性
部
愛
別
支
部
第
1
回
四
役
会
議

3
日　

企
画
会
議

4
日　

年
金
相
談
会（
愛
別
地
区
）

　
　
　

年
金
相
談
会（
上
川
地
区
）

11
日　

大
豆
青
空
教
室（
愛
別
地
区
）

　
　
　

農
業
者
年
金
協
議
会
総
会（
愛
別
地
区
）

12
日　

上
川
地
区
農
協
監
事
夏
期
研
修

13
日　

Ｊ
Ａ
フ
レ
ミ
ズ
視
察
研
修（
留
萌
方
面
）

16
日　

ミ
ニ
ト
マ
ト
出
荷
規
格
検
討
会

 

Ｊ
Ａ
青
年
部
視
察
研
修（
～
17
日
）

17
日　

愛
別
地
域
役
員
推
薦
会
議

18
日　

上
川
地
域
役
員
推
薦
会
議

19
日　

第
6
回
定
例
理
事
会

22
日　

水
稲
青
空
教
室（
上
川
地
区
）

　
　
　

そ
ば・大
豆
青
空
教
室（
上
川
地
区
）

　
　
　

年
金
友
の
会
日
帰
り
温
泉
旅
行

24
日　

Ｊ
Ａ
女
性
部一日
視
察
研
修（
愛
別
支
部
） ７

月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

令
和
元
年
６
月
24
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

1
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

上
川
支
所
選
果
場
舗
装
工
事
の
内
容
を
報
告
し
た
。

３　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く「
経
営
管
理
資
料
」の

う
ち
全
中
お
よ
び
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
の
報
告
に

つ
い
て

　
　

報
告
様
式
に
基
づ
き
、
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。

４　

体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

報
告
様
式
に
基
づ
き
、
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。

５　

臨
時
給
与
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

第
４
回
理
事
会
承
認
事
項
に
つ
い
て
、
支
給
内
容

を
報
告
し
た
。

６　

規
程・要
領
の一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

業
務
機
構
改
革
に
伴
う
、職
制
規
程
（
別
紙
２・３
）

並
び
に
拠
点
現
金
等
取
扱
事
務
要
領
の
改
正
内
容
を

報
告
し
た
。

　
■
議　
　

事

１　

組
合
員
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
相
続
、２
名
の
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

３
名
の
新
規
加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

３　

第
１
四
半
期
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
の
結
果
並
び
に
顛
末
に

つ
い
て

　
　

実
施
し
た
監
事
監
査
に
基
づ
き
、
顛
末
を
報
告
し
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
取
得
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

５　

補
助
事
業
に
よ
る
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
取
得
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

６　

令
和
元
年
産
米
出
荷
契
約
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　

出
荷
契
約
に
基
づ
く
申
込
み
内
容
を
説
明
し
、
支

払
金
額
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

７　

令
和
元
年
産
そ
ば
出
荷
契
約
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　

出
荷
契
約
に
基
づ
く
申
込
み
内
容
を
説
明
し
、
支

払
金
額
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

８　

規
程
の一部
改
正
に
つ
い
て

　
　
（
準
）
職
員
就
業
規
則
、
公
用
印
管
理
規
程
、
経

理
規
程
の
改
正
が
承
認
さ
れ
た
。

９　

法
人
設
立
に
伴
う
ク
ミ
カ
ン
の
開
設
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
開
設
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

10　

長
期
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
融
資
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

令
和
元
年
７
月
19
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

11
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
取
得
内
容
を
報
告
し
た
。

３　

令
和
元
年
産
米・そ
ば
出
荷
契
約
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　

第
５
回
理
事
会
承
認
に
基
づ
き
、
支
払
内
容
を
報

告
し
た
。

４　

平
成
29
年
産
も
ち
米
最
終
精
算
報
告
に
つ
い
て

　
　

最
終
精
算
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

組
合
員
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

３
名
の
加
入
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

３　

組
合
員
感
謝
祭
の
開
催
に
つ
い
て

　
　

両
地
区
で
開
催
す
る
感
謝
祭
の
日
程
に
つ
い
て
、

承
認
さ
れ
た
。

４　

固
定
資
産
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

■
追
加
議
案

１　

令
和
元
年
産
米
出
荷
契
約
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
追
加
支
払
い
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

先
月
号
の
表
紙
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　

佐
橋　

拓
也
さ
ん（
中
央
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　

佐
橋　

巧
也
さ
ん（
中
央
地
区
）

《
お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ
》

令
和
元
年
8
月
15
日（
木
）

（
金
融
店
舗・給
油
所
は
通
常
営
業
）

お
盆
の
為
お
休
み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
致
し
ま
す
が
ご
理
解

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組合員のうごき

◎平成２９年産もち米最終精算報告

※なお、特栽米につきまして、70円/俵を加算金としてお支払致しました。

12,000 2,000 37 14,344-500 1,500 13,500 500 14,000 307

500 14,000 307 37 14,34412,000 2,000 -500 1,500 13,500

500 14,000 307 37 14,34412,000 2,000 -500 1,500 13,500はくちょうもち

１等 仕分無し

11,500 500

風 の 子 も ち 11,500 500

き た ゆ き も ち 11,500 500

Ｅ Ｆ=Ｄ+Ｅ Ｇ=Ｃ+Ｆ Ｈ J

追加概算30.12.17

合計

I=G+H

最終精算　R1.7.16

合計追加
概算金

精算金
JA

独自販売
上乗せ

K L=I+J+K

品 種 等 級 品 位

入庫時概算払 追加概算　30.9.7

入庫時
概算金

ＪＡ独自
仮渡金

入庫時
概算払計

追加
概算金

ＪＡ独自
仮渡金
返還

差引 合計

Ａ Ｂ Ｃ=A+B Ｄ

2019.811

お知らせ　　　平成29年産もち米最終精算報告
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● 開催月日：８月２４日（土）
● 開催時間：１０：００スタート
● 開催場所：支所事務所前駐車場

● 開催月日：８月３０日（金）
● 開催時間：１５：００スタート
● 開催場所：本所色彩選別場

お問い合わせ先：☎６－５３１１（本所総務）☎２－１１１１（支所管理金融）
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今月の
　　オススメ

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

★
★

（9時から野菜即売会も開催します）


